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１．子ども自然体験活動  

（１）夏期子ども自然体験キャンプ                   〈別表－1〉 
ア．「子ども自然体験キャンプ」《文部科学省後援/子どもゆめ基金助成活動》 

 期  間  ８月＜各３泊４日間＞ 
 開 催 数 ４会場（あっさぶ、桧原湖畔、いばらき、沖縄） 

スタッフ等 １４１名 

参 加 者 ２５２名（内、被災者招待１８名、障害児招待９名） 

 

イ．「子ども自然体験キャンプ」 

期  間 ８月 ＜各３泊４日間＞ 
開 催 数 ３会場（富士山、関西、瀬戸内海） 

スタッフ等  ９５名 

参 加 者 ２５３名 

 

ウ．連合会等組織共催「子ども自然体験キャンプ」   

期  間 ８月 ＜各３泊４日間＞ 
開 催 数 ５会場（美幌、岐阜、広島、北部九州、鹿児島） 

     ＊房総・鹿児島は台風接近の為、延期とし、鹿児島キャンプは９月に１泊 
２日で開催、房総キャンプは日程が合わず中止。 

スタッフ等 １７９名 

参 加 者 ２１７名（内、障害児招待５名） 

 

エ．子ども自然体験キャンプ担当者会議《子どもゆめ基金助成活動》 

期  間 ５月３(土)～５月５日(月・祝) ＜２泊３日＞ 
会  場 ばんだいふれあいぴあ 

スタッフ ３名（青木富造、志村和也、谷野渉） 

出 席 者 ７名（各開催地キャンプ担当者） 

 
オ．キャンプ主事・事務担当者 

キャンプ名 主  事 事務担当者 キャンプ名 主  事 事務担当者 

① あっさぶ 根岸秋吉 真下淳一 ② 桧原湖畔 志村和也 古城門奈津 

③ いばらき 山﨑政弘 小川幸恵 ④  沖  縄  青木富造 谷野 渉 

⑤ 富 士 山 寺岡 賢 板倉和也 ⑥  関  西 寺岡 賢 板倉和也 

⑦ 瀬戸内海 寺岡 賢 板倉和也    

 
カ．子ども自然体験キャンプ事前調査≪子どもゆめ基金助成活動≫ 

№ キャンプ名 実 施 日 派遣講師 

１ あっさぶ ５月２７日(火)～  ３０日(金) 根岸 秋吉 

２ 桧原湖畔 ６月１１日(水)～  １４日(土) 志村 和也 

３ いばらき ６月２４日(火)～  ２５日(水) 山﨑 政弘 
 

 

公益１ 

Ⅰ．青少年活動 
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キ．共催キャンプへの講師・スタッフ等派遣 

キャンプ名 派遣講師 キャンプ名 派遣講師 キャンプ名 派遣講師 

① 美  幌 保坂 正志 ② 房  総 
（中止） 

― ③ 友  愛 保坂 正志 

④ 広  島 保坂 正志 ⑤ 北部九州 志村 和也 ⑥ 鹿 児 島 
（延 期） 

山﨑 政弘 

 

ク．印刷物の作成 
①「子ども自然体験キャンプ」リーフレットの作成《子どもゆめ基金助成活動》 

部  数  ３０,０００部（内１５,０００部は助成対象外） 
体  裁  Ａ３版、４色刷 

 
②「子ども自然体験キャンプ」報告書 

部  数  １,３００部 
体  裁  Ａ４版、８６頁 

 
（２）冬期子ども自然体験（スキー）キャンプ 

≪第１回≫ 
開 催 日  １２月２６日(金)～３０日(火)  ＜４泊５日＞ 

開 催 地  福島県（ばんだいふれあいぴあ及び裏磐梯スキー場） 

指導者等   ５名（高橋源一郎・相田好美〈ＳＡＪスキー指導員〉、 

青木富造、古城門奈津、谷野渉） 

参 加 者  ５５名（リーダー１６名、キャンパー３７名、ボランティア２名） 

 

≪第２回≫ 

開 催 日  平成２７年３月２６日(木)～３０日(月)  ＜４泊５日＞ 

開 催 地  福島県（ばんだいふれあいぴあ及び裏磐梯スキー場） 

指導者等   ５名（相田好美・若林知宏〈ＳＡＪスキー指導員〉、 

青木富造、志村和也、谷野渉） 

参 加 者  ５９名（リーダー１５名、キャンパー４２名、ボランティア２名） 
  

（３）夏期少年少女合宿講習会(青年会議所との共催事業) （会場：ＳＹＤ伊勢青少年研修センター） 

期  日 名 称 参 加 者 

７月２３日（水）～ ２５日（金） 寺子屋伊勢合宿 ９８名 

７月２８日（月）～ ３０日（水） 伊勢少年少女合宿講習会 １１６名 

８月 １日（金） ～  ３日（日） 岸和田少年少女サマースクール  ６７名 

合 計 ３ 回 ２８１名 

前年度 ２ 回 ２２２名 

 

（４）第１４回ナイトウォーク親子の集い（会場：ＳＹＤ伊勢青少年研修センター） 
開 催 日  ９月６日(土)～７日(日) 

対  象  小学３年生以上の子どもと大人 
  ＊雨天のため中止 
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２．子どもボランティア活動推進事業 

（１）東日本大震災仮設住宅訪問青少年ふれあいボランティア      〈別表－２〉 
《文部科学省後援/子どもゆめ基金助成活動》 

  期  間 ８月～平成２７年１月 ＜各２泊３日間＞ 
  開 催 数 ６回 

  活動場所 福島県、宮城県内の仮設住宅 
  ス タ ッ フ ２２名 

  参 加 者 １２４名（リーダー１３名、参加者１０５名、現地参加者６名） 
 

 
（２）幸せの種まきキャンペーン《文部科学省後援/子どもゆめ基金助成活動》 

ア．幸せの種まきキャンペーン≪出前講座≫の実施          〈別表－３〉 
開 催 数   ８１会場 

派遣講師    ４名（青木富造、山口千恵子、古城門奈津、志村和也） 
体験発表者   ２名（山口祐也、藤井芹名） 

参 加 者  １２,９５８名 
 

イ．パンフレットの作成・配布 
部  数  １４,０００部 

体  裁  Ａ４版、８頁、４色刷 
配 布 先  １４,０００ヶ所 
 

（３）絆を深めよう！子どもの学
まな

ＶＩＶＡ
び ば

《子どもゆめ基金助成活動》   〈別表－４〉 

開 催 数  ６会場 

指導者等  ４３名（指導者１３名、青年指導者３０名） 
参 加 者  ３０７名 

 
 
３．ＳＹＤ指導者の養成 
（１）全国青年ボランティア・アクション in福島 

《文部科学省後援/子どもゆめ基金助成活動》 
 《第１回》 

開 催 日 ７月２６日(土)～３１日(木）＜５泊６日＞ 
会  場  ばんだいふれあいぴあ、喜多方市、会津若松市、宮城県石巻市ほか 

講  師  ２名（遠藤信幸：町立三春病院ケアワーカー、高橋源右衛門） 

スタッフ  ５名（山﨑一紀、青木富造、山口千恵子、岩佐加寿子、志村和也） 

参 加 者 ３４名 (全国の中学生及び高校生等) 
《第２回》 

開 催 日 平成２７年３月３１日(火)～４月５日(日）＜５泊６日＞ 
会  場 ばんだいふれあいぴあ、喜多方市、会津若松市、宮城県石巻市ほか 

講  師  ２名（遠藤信幸：町立三春病院ケアワーカー、高橋源右衛門） 

スタッフ  ６名（山﨑一紀、青木富造、山口千恵子、岩佐加寿子、志村和也、 

谷野渉） 

参 加 者 ３４名 (全国の中学生及び高校生等)  

 
＊全国青年ボランティア・アクションin福島事前調査 

期 日 ３月９日(月)～１０日(火) ＜１泊２日＞ 
派 遣 者 志村和也 

会 場  福島県下（喜多方市、会津若松市 他） 
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（２）全国青年ボランティア・フェスティバル 

《文部科学省後援/子どもゆめ基金助成活動》 

開 催 日  １１月１日(土)～３日(月･祝）＜２泊３日＞ 

会  場  国立信州高遠青少年自然の家 

講  師   １名（遠藤祝穂・震災語り部） 

指導者等   ６名（山﨑一紀、青木富造、山口千恵子、古城門奈津、志村和也、谷野渉） 

参 加 者  ４２名（実行委員６名、参加者３６名） 

 

（３）ＳＹＤ自然体験チャレンジ～世界遺産富士山に臨む～ 

開 催 日  ７月１９日(土)～２１日(月･祝）＜２泊３日＞ 

会  場  ＹＭＣＡ東山荘及び富士山 

スタッフ  ３名（青木富造、志村和也、谷野渉） 

参 加 者  １２名（高校生以上の青年） 

 

＊ＳＹＤ自然体験チャレンジ事前調査 
期 日 ７月５日(土)～６日(日) ＜１泊２日＞ 

派 遣 者 志村和也 

会 場  ＹＭＣＡ東山荘及び富士山他（山梨・静岡県下） 

 

（４）自然体験活動リーダー研修会《子どもゆめ基金助成活動》      〈別表－５〉 

開 催 数  １０会場 

指導者等  ２１名 

参 加 者  １４６名 

 
（５）報告書の作成（東日本大震災仮設住宅訪問青少年ふれあいボランティア＆全国青年ボランティ

ア・アクション in福島＆全国青年ボランティア・フェスティバル） 
   部  数  ８００部  
   体  裁  Ａ４版 ８６頁 
 
４．青年組織育成活動  
 
（１）青年ボランティアゼミナール《子どもゆめ基金助成活動》     〈別表－６〉 

期  間  ５月～平成２７年２月 ＜金曜日１８:３０～２１:００＞ 

   開 催 数  ８回 
   会  場  ＳＹＤ会議室 

  講  師  ９名 
  出 席 者  １４２名 

 

（２）指導者の派遣と青年組織活動への助成 

№ 
「活動名」 
実施団体 

実 施 日 会 場 名 講 師 
リーダー 
参加者 

助成金額 

１ 
「クリスマス会」 
ＳＹＤ鹿児島 

１２月 ７日(日) 八重山公園てんがら館 久世 郁夫 
１４名 
１８名 

２０，０００円 

２ 
「クリスマス会」 
ＳＹＤ広島 

１２月２１日(日) アセンブリーホール ― 
１０名 
３５名 

1０，０００円 
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（３）協力活動 

事 業 名  めんどく災？防災？～震災ドキュメンタリー×脱出ゲーム 

【チャリティーイベント】 

主催団体  ０３２１防災めんどく災？実行委員会 

期  日  ３月２１日(土) １４：００～１７：００（開場１３：３０） 
会  場  ＳＹＤホール 

協力スタッフ  古城門 奈津 
内  容  東日本大震災ドキュメンタリー映画上映のほか、防災に関する体感型ゲ 

ーム、脱出ゲーム等。 
献  金  イベント利益６７,２４８円を幸せの種まき献金へ。 

来 場 者  １２４名 

 

５．関係機関・団体との協力 
(１)会議出席                           〈別表－７〉 

青少年の健全育成ならびに社会教育に寄与する活動の充実を図り、青少年教育及び 

社会教育の関係機関・諸団体との協力・連携を図ることを目的に、会議に出席した。 

 

６．第９回ＳＹＤボランティア奨励賞 

（１）募集活動 
募集パンフレット１８,０００部を作成し、≪出前講座≫開催校、全国の中・高・大 

学へ送付すると共に、関連団体、全国の県・市教育委員会へ広報依頼をしたところ、全 
国３９都道府県から１３７件の応募があった。 

 
（２）選考委員会の開催 

日  時  平成２７年１月１５日（木） １１時～１３時３０分 
会  場  ＳＹＤ会議室 

出 席 者  選考委員９名  明石要一（千葉大学名誉教授、千葉敬愛短期大学学長) 
             鈴木優子（学校法人立教女子学院理事・法人事務局長） 

仲野好重（一般財団法人人間塾代表理事） 
長沼 豊（学習院大学教授） 

堀井榮夫（全日本中学校長会事務局長） 
山田一功（社団福祉法人ひかりの里理事長、公益社団法人

日本ＰＴＡ全国協議会元副会長） 
御手洗康（ＳＹＤ修養団理事長） 

山﨑一紀（ＳＹＤ修養団専務理事） 
青木富造（ＳＹＤ修養団青年部長） 

職  員３名  岩佐加寿子、真下淳一、山口千恵子 
《選考結果》＊選考委員会の席上、選考委員からの強い希望により、昨年に引き続き、「理事

長特別賞」を設けた。 

文部科学大臣賞 １点 

いなべ市立大安中学校 テクニカルボランティア部     （三重県） 
    理事長特別賞 １点 

         東洋大学 学生ボランティアセンター         （東京都） 
    優秀賞 ２点 

【小・中学生の部】 塩尻市立楢川丘中学校 雪かきボランティア（長野県） 

【高 校 生 の 部】 岩手県立久慈工業高等学校         （岩手県） 

【大学生・一般の部】  該当なし 
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    特別賞 ２点 
青森県立名久井農業高等学校 ＴＥＡＭ ＦＬＯＲＡ ＰＨＯＴＯＮＩＣＳ       

（青森県）              

住吉っ子支え隊                     （愛知県） 

    

（３）贈呈式 

日  時  平成２７年２月１１日（祝・水）１３時～１４時３０分 

会  場  ＳＹＤホール 
出 席 者  ６０名（受賞関係者１６名、来賓２名、参加者２４名） 

内  容 文部科学省スポーツ･青少局青少年課長 泉潤一様より来賓祝辞と文部科学
大臣賞の贈呈、選考委員・学習院大学教授の長沼豊様より選考経過を報告、

御手洗理事長より優秀賞と特別賞の贈呈、その後各賞受賞者から挨拶と活動
発表があった。 

 
 

Ⅱ．国際交流活動  
１．青年ボランティア･アクション in フィリピン 

（１）青年ボランティア・アクション inフィリピン《文部科学省後援》 

開 催 日  ８月１９日（火）～２５日（月）＜６泊７日＞ 

訪 問 地  フィリピン(マニラ市、ケソン市、他) 

スタッフ  青木富造、山口千恵子 

参 加 者  ３０名 (全国の中学生〈１５歳以上〉及び高校生以上の青年リーダー) 

   

（２）青年ボランティア・アクションｉｎフィリピン支援バッグ作成作業 

期   日  ８月６日(水)、７日（木） ＜２日間＞ 

会  場  ＳＹＤホール 

参 加 者  ６日：１３名、７日：１４名 

 

２．ブラジルとの指導者交流事業 

（１）ブラジルへの指導者派遣 

派遣期日  平成２７年１月６日（火）～２月１２日（木） ＜３８日間＞ 

派 遣 先  ブラジル（サンパウロ､モジ､スザノ､マリンガ 他） 

派 遣 者  志村和也（講師補・青年部） 

活  動  少年少女講習会、リーダー研修会、講演会 等 

期 日 講習・講演会名 参加者 
スタッフ 
リーダー等 計 

１/ ９～１１ モジ・ダス・クルーゼス講習会 １４７名 ５５名 ２０２名 

１/１６～１８ スザノ講習会 １７６名 ６３名 ２３９名 

１/２０～２２ アサイ講習会 ７８名 ３０名 １０８名 

１/２３～２５ マウア・ダ・セーハ講習会 ５８名 ４１名 ９９名 

１/２７～２９ ロンドリーナ リーダー養成研修会 ４０名 ２９名 ６９名 

１/３０～２/１ マリンガ修養林間学校 １１４名 ５２名 １６６名 

２/ ７～ ８ イシバシカキエンリーダー養成研修会 ５６名 １８名 ７４名 
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１/２５ マウア・ダ・セーハ講演会 ２５名 ― ２５名 

１/３１ マリンガ講演会 ８５名 ― ８５名 

合 計 ７７９名 ２８８名 １０６７名 

 

（２）ブラジル青少年指導者の招聘 

招聘期日  ７月１５(火)～８月１１日(月) ＜２８日間＞ 

招 聘 者  ルーカス アウベス マシエル（２４歳・社会人） 

太田 春美 ナターシャ（２６歳・社会人） 

主な日程  本部研修、伊勢研修、ばんだいふれあいぴあ、都内視察 他 

 

 

 

           

 
 

１．伊勢講習会  会場：伊勢青少年研修センター 

（１）みがく講習会（定例講習会）                      〈別表－８〉 
開 催 数 １０回 ＜各３泊４日＞ 

参 加 者 ４６６名(定員各６０名) 
対  象 企業の新入社員・中堅社員・幹部社員他 

 
（２）みがく特別講習会                            〈別表－８〉 

開 催 数 ４回 ＜各１泊２日＞ 
参 加 者 ４１９名(定員各１００名) 

  
（３）特別講習会 

ア．神嘗祭講習会 
期  日  Ａ：初穂曳コース：１０月１５日(水)～１７日(金) ＜２泊３日＞ 

Ｂ：神嘗祭コース：１０月１６日(木)～１７日(木) ＜１泊２日＞ 
参 加 者  Ａ：３８名  

Ｂ：５６名 計９４名（定員各５０名) 
 
イ．初詣新春の集い 

期  日  平成２７年１月１０日(土)～１１日(日) ＜１泊２日＞ 

参 加 者  ７６名（定員８０名） 
 
 
（４）受託講習会                           〈別表－９〉 

開 催 数 ２１回 

参 加 者 １,２２９名 
 

（５）一般講習会                          〈別表－１０〉 
開 催 数 ２８回 

参 加 者 １,６５５名 
 

 

公益２ 

Ⅲ．講習会・講演活動   
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２．関東・東北地区講習会 

（１）新入社員セミナー  
  期  日  ４月９日（水）～１１日（金） ＜２泊３日＞ 
  会  場  レイクサイド磐光(福島県) 
  講 師 等 ５名（白石高司、木下茂美、山﨑一紀、根岸秋吉、山﨑政弘） 

参 加 者  ４４名（男：２７名、女：１７名） 
  
（２）リフレッシュセミナー 
  期  日  平成２７年２月１０日（火）～１２日（木） ＜２泊３日＞ 
  会  場  レイクサイド磐光(福島県) 
  講 師 等 ４名（鈴木義信、山﨑一紀、根岸秋吉、山﨑政弘） 

参 加 者  ２４名（男：２４名、女：０名） 
 
（３）受託セミナー                             〈別表－１１〉 

ア．新入社員セミナー 
 ①１日コース 

開 催 数 １回 
参 加 者 ３５名 

②１泊２日コース 
 開 催 数 ５回 
 参 加 者 ２９７名 
③２泊３日コース 
 開 催 数 ４回 
 参 加 者 １１３名 

 
イ．ブラインドウォークセミナー                   
①半日コース 
開 催 数  ７回 
参 加 者  ２５１名 

 
ウ．パート社員セミナー 

①１日コース 
開 催 数  １５回 
参 加 者  １,１１１名 

 

エ．一般社員セミナー 
①１日コース 
開 催 数 ５回 

   参 加 者 １２２名  
②１泊２日コース 
 開 催 数 １３回 
 参 加 者 ７６５名 

 
（４）学校・社会教育団体等への講師派遣・斡旋             〈別表－１１〉 

ア．講習会 
開 催 数  １回 
参 加 者  ４５名 

イ．講演会 
開 催 数  １回 
参 加 者  ４０名 
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（５）企業組織巡回 

  講演会、講習会の参加者募集及び団運動の拡大を目的として企業及び組織を訪問した。 

  ・北陸地区  ９月１７日～１９日（１１社）     

  ・福島県下 １０月 ７日～１０日（２２社） 

  ・茨城県下 １０月１５日～１７日（２０社） 
 

＊連合会・クラブ、企業・青少年団体等主催講習会・講演会（集計）〈別表－１２〉 

（１）講習会 

開 催 数 ７８回 
参 加 者 ４,３８７名 

 

（２）講演会 
開 催 数 ２８回 

参 加 者 ２,０６４名 
 

 

Ⅳ．家庭教育活動 
１．家庭力アップ・セミナー            

家庭が本来持っている機能・役割を「家庭力」とし、それをさらにアップ(発揮)させて、
より幸せな家庭をつくり、学校や職場、地域社会をイキイキと明るくすることを目指して

実施した。 
このセミナーでは、家族のコミュニケーションの重要性を基本とし、講演とワークショ

ップ(会話劇と話し合い)などをおこない、生き方を見直し、生活習慣の改善など実践への
意欲を高めた。 

開催に当っては公益社団法人全国公民館連合会の後援を得て、クラブ・連合会が実施団
体となって、諸機関の協力を得た。 

 

２．家庭教育講演会          
１１月１５日 修養団福島県連合会「教育講演会」（郡山市・小山田幼稚園）１２０名 

【根岸秋吉】 

３月 ８日 修養団八和田親和会・修養団埼玉県連合会「さわやか家庭《共育》講
演会」（埼玉県小川町・八和田公民館）５２名【宝井琴柑氏、根岸秋吉】 

 

開催日 開催地 会 場 実施団体 参加者数 講 師 

  
10 月 5日(日) 三重県 

伊勢市 
修養団伊勢青少
年研修センター 

修養団伊勢向上会 
修養団岐阜県連合会 
     青年部灯会 
修養団伊勢いなほの会 

 ４６ 
久世郁夫 
保坂正志  

11月 15日(土) 
新潟県 
上越市 

上越市 
市民プラザ 

修養団上越 

 ２１ 
横瀬和夫 
久世郁夫  

共催： 

上越市・上越市教育委員会・ 

上越市地域青少年育成会議協議会 

1月 31日(日) 
香川県 
高松市 

香川県教育会館 修養団香川県連合会  ６８ 
山﨑一紀 
久世郁夫 

合計 ３会場 １３５名 ６名 
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Ⅴ．会員・組織活動  
１．｢幸せの種まき運動｣の推進 

 会員および連合会等の会員組織と連携を図りながら、下記事業・活動を展開し、「幸せの

種まき運動」を推進した。 

（１）愛汗実践塾 
｢愛と汗｣をはじめとする修養団の理念について理解を深め、実践への意欲を高めるとと

もに、会員組織の後継者育成および地域社会や職場・学校等におけるリーダー養成の機会
として実施した。広島県では初の開催となった。 

 

（２）第６回「チャリティー演芸会」落語立川流が集まった！－ストリートチルドレン支援－ 

   日 時  ７月４日(金)  １８時３０分～２０時３０分 

    会 場   ＳＹＤホールホワイエ 

      出演者   立川晴の輔、立川志らら、立川らく次、立川笑二 

参加者   ５５名 

     係 員  ６名（ボランティア４名・職員２名） 

  ※収益金１３６,２９５円を「幸せの種まき献金」へ繰り入れた。 

 

（３）「チャリティーバザー」－ストリートチルドレン支援・東日本大震災被災者支援－ 

昨年まで演芸会と同日開催していたバザーを単独で実施。関係企業・団体およびク

ラブ・連合会等から提供いただいた名産品や野菜等を格安で販売した。また、修養団埼

玉県連合会の４９名が、大型バスを利用して都内観光を兼ねて参加した。 

日  時   １１月１５日(土)  １２時００分～１４時００分 

     会 場   ＳＹＤビル１階エントランスホールほか 

     参加者   ３５０名（近隣住民および会員など） 

      係 員  ４０名（ボランティア２６名・役職員１４名） 

※収益金１１２,３１２円を「幸せの種まき献金」へ繰り入れた。 

  

開催日 開催地 会 場 実施団体 参加者数 講 師 

9 月 6 日(土) 
東京都 

渋谷区 
ＳＹＤ会議室 

修養団よよぎっこ倶楽部 

修養団日立システムズ五十鈴会 

修養団神奈川県連合会 

修養団東京都連合会 

１６ 

牧原満男 

久世郁夫 

保坂正志 

10月 29日(水) 
福島県 

喜多方市 

さわらステー

ション 

修養団愛汗喜多方 

修養団福島県連合会 

協力：修養団山都愛汗の会 

後援：喜多方市教育委員会 

   医療法人佐原病院 

   福島民報社 

   ほっと・ねっと社 

 ３３ 
久世郁夫 

保坂正志 

3月 14日(土) 
広島市 

安芸郡坂町 

坂町社会福祉

協議会アセン

ブリーホール 

 

修養団広島県連合会 

 

１２ 
久世郁夫 

保坂正志 

合 計         ３会場 ６１名 ７名 
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（４）第１１回「平田康子チャリティーJAZZコンサート」－ストリートチルドレン支援－ 

ジャズ・ヴォーカルの平田康子さんをはじめとするプロミュージシャン５名が出演し、

全１３曲を披露した。 

 日 時  １０月１７日（金） １８時３０分～２０時３０分 
会 場  ＳＹＤホール 

参加者  １８６名 
出演者  平田康子、道下和彦、進藤陽悟、明石昌夫、松山修 

※収益金３１２,３８３円を「幸せの種まき献金」へ繰り入れた。 

※平田氏は郷里の福岡県久留米市において、「ストリートチルドレン支援－平田康子チャ 

リティーJAZZディナーショー」を１１月２１日に開催し、同実行委員会名で収益金 

１００,０００円を幸せの種まき献金に寄付してくださった。 

 

２．会員組織活動への支援など     

（１）第３回「全国修養団運動推進会議」の開催 

日 時 ６月７日(土) １３時～１７時３０分 

会 場 ＳＹＤホール 

出席者 ６４名 

     主なクラブ・連合会の代表者またはそれに準ずる人 ４２名 

     オブザーバー                   ３名 

     役職員                     １９名 
     内  容 平成２５年度事業報告と決算および２６年度事業計画と予算の概要説明を 
         おこなった。また、今年度事業の具体的展開、クラブ・連合会活動の活性 

化を図るため、事例報告と協議を実施。協議終了後に「宣言」を採し「宣 
言」と「協議の主な発言要旨」は、６月２０日に会議出席者並びに全国の 
クラブ・連合会へ文書で送付した。 

 

（２）講師・役職員の派遣                        

クラブ・連合会の総会や諸活動に講師・役職員を派遣した。  回数:２２回 

  ＊下記は、開催日、事業名、会場、参加者数、派遣者名の順 

４月２０日   修養団新潟県連合会「定期理事会並びに役員総会｣（新潟市･新潟東映ホ 

テル）１５名【久世】 
５月２４日   ＳＹＤボランティア友の会「第７回総会・記念講演〈猪爪芳朗氏〉」(Ｓ

ＹＤ会議室) １２名【久世】 
５月２４日   修養団愛汗郡山「第９回定例総会・理事会」 (郡山市・花の祥) ８名 

【根岸】 
６月 ６日  修養団伊勢いなほの会「第７回総会」(伊勢青少年研修センター)２３名 

                                   【斎田】 
６月 ７日   修養団よよぎっこ倶楽部「笑顔のつどい」 (東京都･キングスランド) 

        ３７名【山﨑ほか】 
６月１３日   修養団愛汗喜多方「平成２６年度総会」 (喜多方市・厚生会館) ２３名

【久世】 
６月１５日  修養団鹿児島県連合会「平成２６年度総会・講演(久世)」（鹿児島市･  

加治屋町町民館）１２名【久世】 
６月２２日   修養団山都愛汗の会「平成２６年度総会」 (喜多方市・山都開発センタ

ー) ２４名【山﨑】 
６月２７日   修養団神奈川県連合会「第３３回定期総会」（横浜市･日立システムズは 

せがわビル）１４名【久世、小川】 
７月 ５日  修養団(旧)日立電子サービスＯＢ五十鈴会「第４回総会」(東京都･日立 
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システムズテクノサービス品川オフィス) ９名【小川】   

７月１０日   修養団福島県連合会「平成２６年度通常総会」（郡山市･ベルヴィ郡山館）
２２名【御手洗、山﨑】 

７月１１日    修養団日立システムズ五十鈴会「第２６回定期総会」(東京都･日立シス
テムズ本社) ２０名【山﨑、小川】 

７月２２日  修養団千葉県連合会「第４０回定例総会・記念講演(安田敬一会長)」（千 
葉市･バーディーホテル千葉）１７名【山﨑、久世】 

１０月１１日  修養団神奈川県、千葉県、東京都の各連合会「会議」（東京都･ＳＹＤ小
会議室）４名【久世、保坂】 

１０月２５日  修養団豊栄「９０周年記念講演会(山﨑)」（新潟市・葛塚コミュニティ 
         センター）５２名【山﨑】 ※講演会後の祝賀会は出席者２６名 

１２月 ６日  修養団関東地区「有志による情報交換と交流会」（ＳＹＤ会員ルーム） 

１１名【小川】 

１２月 ６日  修養団鹿児島県連合会「楊名時太極拳堀道場懇談会」(薩摩川内市・堀道
場)２０名【久世】 

１２月 ７日  修養団鹿児島県連合会「青少年クリスマス会(講演：久世)」(鹿児島市・
八重山公園てんがら館)３２名【久世】 

１２月２３日  皇居参賀の集い実行委員会<神奈川県・千葉県・東京都各修養団連合会> 
「天皇誕生日・奉祝～皇居参賀の集い」（東京都・皇居）６５名 

【保坂、小川】 

２月１５日  楊名時太極拳堀道場「幸せの種まき講演会」(薩摩川内市・堀道場) 

１５０名【久世】 ※後援：修養団鹿児島県連合会 
２月１６日  吉利地区公民館「幸せの種まき講演会」(日置市・吉利地区公民館)３６  

名【久世】 ※後援：修養団鹿児島県連合会 
２月２２日  修養団愛汗喜多方・修養団山都愛汗の会「交流の夕べ」(喜多方市・いい

で荘)１５名【山﨑】 

 

（３）｢修養団創立１０９周年を祝う集い」への支援                    

千葉県・神奈川県・東京都の各修養団連合会による合同主催で実施され、その支援をお

こなった。 

開 催 日  ２月１１日（祝・水） 

会   場  ＳＹＤホール 

内  容   <第１部> 第９回「ＳＹＤボランティア奨励賞」贈呈式 

                        ＊参加者６０名（来賓２名、ボランティア奨励賞受賞関係者１６名を含む） 

<第２部> 記念式・修養団年次功労者表彰 

記念講演「大惨事！老いるショックをどう生きるか？」 

 ～現役時代から大切にしたい１０のポイント～ 

<講師：企業リスク研究所代表・白木大五郎 氏> 

              ＊参加者４８名（功労者表彰受賞者４名を含む） 

<第３部> 祝賀会 

＊参加者４６名 

 
（４）皇居勤労奉仕団への支援 

  ア．修養団大和みどり会「広島県大和町友の会皇居勤労奉仕団」  
   期   日  １２月８日(月)～１３日(土) 〈５泊６日〉 

   参加者数  １５名 
   派遣職員  小川幸恵 

  ＊１２月９日に修養団本部を訪問(挨拶・講話/山﨑一紀) 
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（５）喜多方市教育委員会「人づくりの指針講師事業」への支援 
  講師を派遣し、講演は各会場とも「愛と汗の人・蓮沼門三」の演題でおこなった。 

１１月２７日  関柴小学校道徳教育講演会(講演：久世郁夫)〈対象：５～６年生〉 
《協力：修養団愛汗喜多方》 (関柴小学校) ５７名 

１月１２日  上三宮新春懇談会(講談：宝井琴柑氏、講演：久世郁夫) 
                   《実施：上三宮遊樹館、協力：修養団愛汗喜多方・修養団福島県連合 

会》 (上三宮遊樹館) ８０名 
１月１８日  岩月町新春座談会(講演：久世郁夫) 

《実施：岩月交遊館、協力：修養団愛汗喜多方》 (岩月交遊館) 
 １１０名 

２月２３日  山都小学校道徳教育講演会(講演：山﨑一紀)〈対象：５～６年生〉 
《協力：修養団山都愛汗の会》 (山都小学校) ３９名 

２月２３日  山都中学校教育講演会(講演：山﨑一紀)〈対象：１～２年生〉 
《協力：修養団山都愛汗の会》 (山都中学校) ４７名 

 
（６）諸団体との連携  

４月２５日  社会教育団体振興協議会「第１回幹事会｣(ＳＹＤ会議室)１４名 

【山﨑、久世】 
５月１５日   千修会「第１回理事会」(ＳＹＤ会議室)９名【久世】 

５月１６日   千修会「さつまいも収穫ほくほくバスツアー（10/30）のための苗植 
え作業」(埼玉県小川町)６名【根岸】 

６月１７日   千修会「平成２６年度総会・ミニ落語会＆ビデオ上映会」(ＳＹＤ会 
議室)２６名【久世】 ※修養団後援 

６月２３日  東京のあすを創る協会「定時総会」(東京都・京都消費生活総合セン 
ター)４０名【久世】 

６月２５日  社会教育団体振興協議会「平成２６年度総会｣、「第４２回社会教育関 
       係者懇親の集い」(東京都・スクワール麹町)１２１名 

                                【御手洗､山﨑､根岸、青木、<集い係員>古城門】 
１０月 ５日  千修会「写真展－懐かしの昭和・千代神界隈」(東京都・鳩森小学校) 

６００名《第１８回「千駄ヶ谷まつり」の中で実施》 ※修養団後援 
１０月３０日  千修会「さつまいも収穫ほくほくバスツアー」(埼玉県小川町)２０名 

       【根岸】※修養団後援 
１１月 ７日  (一財)日本青年館「第７０回田澤義鋪記念会・講演(多仁照廣氏「田 

        澤義鋪と蓮沼門三・山本瀧之助－青年指導・若連中のことなど」)」(東 
京都・日本青年館)４７名【山﨑、久世】 

１１月２８日  社会教育団体振興協議会「第２回幹事会」(ＳＹＤ会議室)１０名【山 
﨑、久世】 

   １２月１1日   千修会「第２回理事会」(ＳＹＤ会議室)８名 【久世】 
２月 ５日  (独)国立青少年教育振興機構「2015 ミクロネシア諸島自然体験交流 

事業“総合評価委員会”」（東京都・オリンピック記念青少年総合セン 
ター）７名【久世】 

２月１３日   千修会「実行委員会」(ＳＹＤ小会議室)６名 
３月 ９日  社会教育団体振興協議会「第３０回文部科学省と語る会」(東京都・ 

           東海大学校友会館)５０名【御手洗、久世】 
３月１８日  東京のあすを創る協会「第２総会・講演」(東京都・東京都消費生活 

総合センター)６０名【保坂】 
３月２３日  千修会「創立１５周年記念・千代神寄席」(東京都・北参道地域施設 

会議室)５５名【山﨑、久世、真下】 ※修養団後援 
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３．会員状況と会員組織 

諸事業において会員申込案内パンフレットを配布した。また、機関誌等によって会員拡

大を呼びかけるとともに、クラブ・連合会には、特に夏期事業等を通じての会員加入促進

をお願いした。 

（１）会員の現状                        〈別表－１３〉 

 会員種別 当年度(27.3.31現在) 前年度(26.3.31現在) 増減  

ふれあい会員 ４７２ ５５５ △８３    

愛 会 員   ７１９   ７９８ △７９ 

向上会員 １,６８０ １,７１９ △３９ 

永生会員 １０,７２８ １０,７２８     ０ 

合  計 １３,５９９ １３,８００ △２０１ 

 

（２）後援会会員の現状 

 会員種別 当年度(27.3.31現在） 前年度(26.3.31現在) 増減  

法人会員   ９９ 

16 

１０１ △２ 

個人会員 １６２ １６２ ０ 

合  計 ２６１ ２６３ △２ 

 
 

  

Ⅵ．幸せの種まき献金活動  
１．募金活動                               

会員組織、会員及び「幸せの種まきキャンペーン《出前講座》」実施校などを通じて募金

活動を行った。引き続いて東日本大震災被災者支援について呼びかけるとともに、多数の死 

傷者や家屋の被害を受けた８月の広島市豪雨土砂災害に対しても支援を呼びかけた。                        

単位：円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 26年 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 

月計金額 213,780 235,542 274,387 271,498 216,441 390,816 

《一般献金》 136,780 146,612 120,327 215,778 48,441 102,691 
《指定献金》 77,000 88,930 154,060 55,720 168,000 288,125 

指
定
献
金
内
訳 

東日本大震災被災者支援 0 0 0 0 30,000   32,980 

広島土砂災害被災者支援 0 0 0 0 0 30,000  
 

フ
ィ
リ
ピ
ン 

台風被災者支援 2,000 0 0 10,100 0 0 

子ども学資支援 60,000 45,000 105,000 15,000 45,000 45,000 

大学生学資支援 15,000 33,930 3,060 10,620 30,000 154,345 

学校支援 0 10,000 46,000 20,000 13,000 25,800 

子ども医療支援 0 0 0 0 50,000 0 
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 10 月 11 月 12 月 27年 1 月 2 月 3 月 

月計金額 550,131 976,843 1,046,200 67,803 168,887 437,573 

《一般献金》 429,384 792,721 707,027 44,721 107,019 91,225 
《指定献金》 120,747 184,122 339,173 23,082 61,868 346,348 

指
定
献
金
内
訳 

東日本大震災被災者支援 73,380 13,160 0 4,000 20,000  147,248 

広島土砂災害被災者支援 15,000 152,000 0 0 0 0 

フ
ィ
リ
ピ
ン 

台風被災者支援 0 0 0 0 0 0 

子ども学資支援 15,000 15,000 270,000 15,000 0 105,000 

大学生学資支援  3,650 3,962 39,173 4,082 2,868  21,000 

学校支援 13,717 0 30,000 0 39,000 92,000 

子ども医療支援 0 0 0 0 0 0 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
〈チャリティーツアーの実施〉 

献金委員会の呼びかけで、関東地区において募金活動の一環として、修養団のバスを利用
しチャリティーツアーを２回実施（いちご狩り、みかん狩り）し、合計１６５,８６３円を

献金した。 
 第 1回   ４月１２日（土）  参加者２８名、心の参加者１２名 

 第２回 １２月１４日（日）  参加者２３名、心の参加者 ７名 
  ＊心の参加者＝参加できないが、趣旨に賛同して献金してくださる人 
 
２．支援活動                        

 海外のストリートチルドレン支援として、フィリピンの子供４５名、大学生３名の学資支

援、３８０名の子供たちが学ぶ２つの学校の支援を行い、ブラジルの施設も支援した。また、

広島市豪雨災害などの被災者及び福祉施設・団体への支援を行った。 
 

（※＝全て指定献金／＊＊＝一部指定献金） 

〈東日本大震災被災者支援〉 

 

・「ＳＹＤ東日本大震災仮設住宅訪問青少年ふれあいボランティア 

(特別開催)」活動経費(食材費) 
70,304 円※  

 

 
 
 

 今年度合計       前年度合計 

年間合計金額     4,849,901 (242 件)   6,014,885 (266 件) 

《一般献金》 2,942,726  (135 件) 

《指定献金》 1,907,175  (107 件)  

指
定
献
金
内
訳 

東日本大震災被災者支援 320,768  ( 12 件) 

広島土砂災害被災者支援 197,000  (  6 件) 

フ
ィ
リ
ピ
ン 

台風被災者支援 12,100  ( 2 件) 

子ども学資支援        735,000  ( 39 件) 

大学生学資支援 302,790  ( 19 件) 

学校支援 289,517  ( 28 件) 

子ども医療支援 50,000 ( 1 件) 
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〈その他の災害被災者支援〉 
 

 
 
 
 

 

〈ストリートチルドレン支援〉 
 
 

・フィリピン： ストリートチルドレン（学用品プレゼント、遠足招待等） 550,000 円 

・フィリピン： 子ども(幼稚園～高校生）学資支援(スカベンジャー・４５名） 675,000 円※ 

・フィリピン： 大学生学資支援(スカベンジャー・３名） 450,000 円＊＊ 

・フィリピン： ｢パンガラップ・ラーニング・スクール」   
（学校運営支援・１０万円×１２ヵ月） 

1,200,000 円＊＊ 

・フィリピン： ストリートチルドレン(医療費） 50,000 円※ 

・フィリピン： ｢マザー・テレサの家」(支援品） 30,267 円 

・ブラジル： ｢コロニア・ベネーザ」(教育支援金） 70,000 円 

 

〈福祉施設・団体支援〉 
 
・福 島 県： 介護老人福祉施設「北原荘」 30,000 円 

・福 島 県： 介護老人保健施設「天心ケアハイツ」 30,000 円 

・福 島 県： 山都デイサービスセンター「しゃくなげホーム」 30,000 円 

・三 重 県： 伊勢身体障害者「協和会」 80,000 円 

・三  重  県： ＮＰＯ法人「たまき末芳園」 80,000 円 

・三  重  県： 社会福祉法人まほろばの里「しいの木園」 30,000 円 

合    計 3,609,171 円 

前年度合計 5,499,018 円 

㊟⇒修養団広島県連合会青年部が持参 
 
 

３．幸せの種まき献金委員会 
（１）幸せの種まき献金委員会の開催 

以下のように定期的に開催し、活動の充実・推進について協議した。 

平成２６年 ４月７日、５月８日、６月１１日、７月８日、９月８日、１０月８日、

１１月１３日、１２月１０日 

平成２７年 １月６日、２月６日、３月１０日 

 

（２）報告書の作成・配布 

平成２５年度活動報告書(1,500 部)を発行し、連合会・クラブ、募金してくださった方々

などに送付した。 

 

 

 

 

 

 

 

・フィリピン： 台風 30号災害被災者支援(学用品プレゼント) 12,100 円※ 

・広 島 県： 広島市 8・20 豪雨災害義援金(広島市役所企画総務局総務課)㊟ 200,000 円＊＊ 

・広 島 県： 広島市土砂災害ボランティア経費(ボランティア43名分弁当代)  21,500 円※ 
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Ⅶ．出版・広報活動  
１．機関誌「向上」「愛」の発行   
（１)「向上」 

号 発行部数 随想テーマ 

４月号 ３,０００ ふれあい 

５月号 ３,１００ 健やかさ 

６月号 ３,３００ 優しさ 

７月号 ３,１００ 親しみ 

８月号 ３,０００ 楽しみ 

９月号 ３,２００ 気づき 

１０月号 ３,３００ 思いやり 

１１月号 ３,２００ 努める 

１２月号 ３,４００ 信じる 

１月号 ３,５００ よろこび 

２月号 ３,６００ 安らぎ 

３月号 ３,２００ 伝える 

合  計 ３８,９００ 部    (前年度４０,２００部） 

  
（２）「愛」 

号 発行部数 備  考 

４月号 １,４００  

５月号 １,４００  

６月号 １,６００  

７月号 ２,０００ ｢ふれあい特集号｣５７７部含む 

８月号 １,３００  

９月号 １,５００  

１０月号 １,６００  

１１月号 ２,２００ ｢ふれあい特集号｣４８０部含む 

１２月号 １,６００  

１月号 １,７００  

２月号 １,８００  

３月号 １,９００ ｢ふれあい特集号｣４５２部含む 

合  計 ２０,０００部  （前年度２０,８００部）        
 
２．平成２７年版「日々の力」の制作・販売 
（１）制作 

題  名 「心に虹を！」 

作  者 〈絵と文字〉来栖三江 (絵手紙作家) 
内  容 明るく元気な職場づくり、心温まる家庭づくりのために心がけたいこと、実 

       行したいことを３１日分の言葉にまとめ、絵手紙風の絵を添えて制作した。 
体  裁 日めくり式短冊形・３３枚、カラー刷り 

印刷部数 １７,０００部(宣伝用含む) 
      第１回納品－７月１０日、第２回納品－８月２９日 

 
 

公益３ 
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（２）販売 

ダイレクト・メールや「向上」誌等で会員や「日々の力」愛好者への普及に努めるとと

もに、会社・団体の年末年始贈答品としての利用を呼びかけた。 

区 分 件 数 部 数 

ＳＹＤオリジナル    ８４ ２,４７１ 

予 定 表 付    ３３       ２６０ 

無     地    ４６       ５３５ 

注文名入れ印刷    ６１ １１,８８０ 

合  計    ２２４件   １５,１４６部 

前年度合計    ２３７件   １４,６７５部 

※ ９月１１日～１２日 修養団新潟県連合会の協力を得て新潟県下９社を販売促進活 

          動で訪問【保坂】 

 

３．教育図書の普及、教材の販売 
『人生のことば３６５日』、『蓮沼門三物語』などの図書、研修教材の『人生ガイド－研

心』などを普及・販売した。 

 
４．「ＳＹＤかわらばん〈最新活動情報〉」の発行・送付 

ＳＹＤ事業や会員組織活動の最新情報を届けることを目的に、毎月２０日頃(８月を
除く)に各１,２００部（４頁または６頁）を発行し(NO.73～83)、クラブ・連合会・評

議員等へ送付するとともに、事業参加者等に手渡し配布した。  
また、その全記事をＳＹＤホームページ「web かわらばん｣で紹介した。 

 
５．広報活動 
（１）ホームページの充実 

ＳＹＤ事業の予定や報告、参加者募集の呼びかけ、さらに、ＳＹＤの理解を深めても 

らうための各種情報を発信した。 
 

 

 
 

Ⅷ．施設運営事業 
１．伊勢青少年研修センター                     〈別表－１４〉 

（１）利用状況 

ア．ＳＹＤ主催講習会 
開 催 数 １６回(前年度２４回) 
参 加 者 １,０５５名(前年度２,４６９名) 

 
イ．受託講習会(修養団方式) 

開 催 数 ２１回(前年度１２回) 
参 加 者 １,２２９名(前年度８９４名) 

 
ウ．一般研修会 

開 催 数 ２８回(前年度３７回) 

参 加 者 １,６５５名(前年度２,５１２名) 
 

 

公益４・収益１ 
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２．ばんだいふれあいぴあ  
（１）利用状況 

月 利用団体数 利用者数 延べ利用者数 
４月      ０ ０ ０     
５月      ３ ２２ ５５ 
６月      ０ ０ ０ 
７月      ２   ３８ ２１２ 
８月      ４  ２２４ ８７２ 
９月     ２ ４５ １３５ 

１０月      ２     ３２   ８５ 
１１月      １   ９２     ６６ 
１２月      １ ５８ ２９０ 
１月      １ ２５ ７５ 
２月      １  １０   ２０ 
３月      ２  ９３ ３９７ 

合 計 １９回 ６３９名 ２,２０７名 

前年度合計 １８回   ６１６名 ２,２３０名 

 
(２) 施設の整備等 

ア． 案内看板の設置 
木製の案内看板が破損していたため、新たな木製案内看板を制作・設置した。 

(工事：９月８日～１５日)    
イ． その他 

喜多方市と北塩原村の関係先１２ヶ所を久世と佐藤で新年挨拶まわりをした。 
（１月１３日） 

 

３．修養団ＳＹＤビル 

（１）ＳＹＤホールおよび会議室の貸出状況 
  ア．ＳＹＤホール 
    回  数 １５６回（前年度１５８回） 
    利用者数 １９,４６０名（前年度１８,２６０名） 
 
  イ．ＳＹＤ会議室(１６階)  
    回  数 ５０回（前年度４７回） 
    利用者数 ７５０名（前年度８３０名） 
 
（２）ＳＹＤホールの整備等 
  ア．高輝度プロジェクタ入替・操作盤改修工事を行った（平成２６年３月～４月） 
  イ．マイクシステム等音声機器改修工事を行った（平成２７年１月） 
  ウ．Ｗｉ－Ｆｉ（無線ＬＡＮ）導入工事を行った（平成２７年１月） 
 

４．関西会館 

  テナントが決まり、次のとおり契約を行った。 

   ２階部分 一般社団法人Ｍｅ２ ２月１日より入居 

   １階部分 山信工業株式会社  ３月１日より入居 
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１．関係機関・団体への委員等の就任            

文部科学省独立行政法人評価委員会    臨時委員  青木富造 

総務省安心ネットづくり促進協議会    委 員  青木富造 

ＮＰＯ法人自然体験活動推進協議会      評議員 青木富造 

社会教育団体振興協議会            会 長 國分正明 

〃                  副会長 山﨑一紀 

〃                  幹 事 久世郁夫 

 

  

Ⅹ.表 彰 

１．平成２６年度修養団年次功労者表彰(創立１０９周年) 

  名誉団員  １名 玄永 三男（福島） 

特 別 賞 【蓮沼賞】 

４名 星  昭次（北海道）、武田 和子（福島県） 

   高橋恵美子（新潟県）、長谷川長三郎（新潟県） 

表  彰  個人：４名 団体：２団体 

感 謝 状  個人：３名 団体：３団体 
 
 

Ⅺ.諸会議の開催等   
１．理事会 
（１）第１回理事会 

期  日  ５月２１日（水） 
会  場  ＳＹＤ会議室 
出席理事  １３名  欠席理事 ３名 
出席監事   ３名  欠席監事 ０名 
議  題  ア．平成２５年度事業報告について 

イ．平成２５年度収支決算について 
ウ．平成２６年度上期慰労手当の支給について 
エ．理事・監事の候補者の推薦について 

 

（２）臨時理事会 
期  日  ６月１３日（金） 
会  場  ＳＹＤ会議室 
出席理事   ７名  欠席理事 ６名 
出席監事   １名  欠席監事 ２名 
議  題  ア．理事長・専務理事・常務理事の互選について 
      ＊新理事長に御手洗康氏が選任された 

 

 

 

その他 

Ⅸ.関係機関・団体との協力活動 
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（３）第２回理事会 

開 催 日 １２月１５日(月) 

会  場 ＳＹＤ会議室 

出席理事  ８名  欠席理事 ５名 

出席監事  ２名  欠席監事 １名 

議  題 ア．平成２７年度基本方針(案)・事業計画大綱(案)について 

     イ．平成２７年度予算大綱(案)について  

ウ．次回の理事会について 

 

（４）第３回理事会 

期  日  平成２７年３月１８日(水) 

会  場  ＳＹＤ会議室 
出席理事   ８名  欠席理事 ５名 

出席監事    ３名  欠席監事 ０名 
議  題  ア．平成２７年度事業計画(案)について 

イ．平成２７年度収支予算（案）について 
ウ．評議員会の招集について 

２．評議員会 

期  日  ６月６日（金） 

会  場  ＳＹＤ会議室 

出席評議員  ９名  欠席評議員 ５名 
議  題  ア．平成２５年度事業報告並びに収支決算について 

イ．平成２６年度事業計画並びに収支予算について 
ウ．平成２７年度事業計画への要望について 
エ．理事・監事の選任について 
 

３．後援会役員会  
期  日  ６月１７日（火） 

会  場  ＳＹＤ会議室 

出 席 者  ５名 

本部役職員  ５名 
 

４．顧問会  
期  日  ６月２３日（月） 

会  場  ＳＹＤ会議室 

出 席 者  ３名 

本部役員  ３名 
 
５．弔 事                                  

恩人・名誉団員が逝去され、弔意を表した。（敬称略） 
北 海 道 千葉 与一  ６月 ４日（修養団美幌会理事） 
福 島 県 大高善兵衛  ８月 ３日（元修養団理事・監事、前修養団福島県連会 

                      会長前㈱ヨークベニマル社長） 
   神奈川県 山﨑 國子 １０月１２日（修養団相談役、元修養団理事・婦人部長） 

   千 葉 県 平山 敏夫 １２月 ７日（修養団千葉県連合会理事長） 
   三 重 県 中山 靖雄  ３月 ８日（修養団相談役、元修養団常務理事、元伊勢 

道場長）  
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１．プロジェクトチーム会議 
８名の役職員によるプロジェクトチームを４月に発足し、９月末まで９回の会議おこな 

 い、記念大会骨子案、記念事業案、実行委員会案、ロゴマーク案をまとめた。 

その後、１０月８日の部長会で報告・協議し、それぞれ了承を得た。 
（１）創立１１０周年記念大会（案） 

 ア．開催日  平成２８年２月７日（日） 
   ※平成２５年１１月２６日に宮内庁東宮職を通じて、皇太子・同妃両殿下の記念大 

    会へのご臨席をお願いしていたが、開催日２月７日でご臨席いただける旨の連絡 
を３月１７日に受けた。 

 イ．会 場  国立オリンピック記念青少年総合センター カルチャー棟大ホール  
      （定員７５８名） 

※なお、祝賀会会場は、国際交流棟レセプションホール（定員５００名・立食）。    
 

（２）記念事業（案） 
 １０月の部長会で記念事業案を説明し、平成２７年度事業での取り組み検討を依頼した。 

 
（３）ロゴマーク 

 ロゴマーク案をもとにイラストレーターの松本剛氏に描いていただき、下記に決定した。 

 
２．記念大会実行委員会 

実行委員会内に行事部会、参加・表彰部会、総務部会、(伊勢部会)を置き、第１回「部 
会長会議」を１１月２１日に開催した。以後、月１～２回のペースで各部会を開催し、具 

体的な検討と準備をすすめるとともに、部会長会議で重要事項の調整や検討をおこなった。 
   

 
 

 
 

 

Ⅹ．１１０周年プロジェクトの発足 

                 ＳＹＤ(公益財団法人修養団)は、創立以来、多彩な 

社会教育活動を展開し、平成２８年２月１１日に創立 

１１０周年を迎えます。 

私たちは、『愛と汗』の原点に立ち返り、これからも 

“心ひとつに”笑顔あふれる社会の実現に向けた、幸せ 

の種まきを実践してまいります。                        

 平成２６年度事業報告には「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」

第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存

在しないので作成しない。 

平成２７年５月 

 公益財団法人 修 養 団 
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後 援 会 活 動 報 告 
 
平成２６年度後援会活動は、６月１７日の後援会役員会において決定された事業計画に基づき､

募金目標額は 13,500,000 円の達成をめざして６月中旬より活動を開始。 
三菱グループ、三井グループ、住友グループ、宇部興産、フジタ、キッコーマン、北越紀州製

紙、東芝等々法人会員９９社、個人会員１６２名の方々の深いご理解と温かいご支援により、
11,160,000 円の会費収入を得る事ができた。 

なお、会費収入のうち経費を除いた金額 10,827,578 円を後援会の助成対象事業である「青少
年の健全育成」「家庭教育の推進」「社会教育指導者の育成」の３事業支援のために修養団へ繰り

入れた。 
 

１．会員移動状況                  (敬称略) 

（１）新入会員〈法人会員 １社、個人会員 ６名〉 
    （福島県）郡中丸木㈱                        
    （長野県）松本 康裕 （東京都）小山 耕一 （神奈川県）御手洗 康 

（大阪府）野田 和幹 （大阪府）松尾 直美 （広島県）直井 和子 
     

（２）逝去会員〈個人会員５名〉 
（静岡県）藤原 康男 （東京都）中村 鶴治 （神奈川県）山﨑 國子 
（大阪府）中川  倫 （山口県）山野 芳樹 

 

２．募金活動 

（１）募金目標・募金実績（単位・円） 

〈募金目標〉            〈募金実績〉 
     法人会費 １１,５００,０００円    法人会費  ９,４５０,０００円 

     個人会費  ２,０００,０００円    個人会費   １,７１０,０００円 
     合  計 １３,５００,０００円    合  計 １１,１６０,０００円 

 
（２）募金方法 

ア．文書活動 
６月１７日の後援会役員会で承諾された事業計画にもとづき、６月中旬より募金活

動を開始。平成２６年度会費納入のお願い書を法人、個人会員宛発送した。 
   

イ．訪問活動 
６月下旬より関東地区法人会員各社を訪問し、平素のご支援の御礼と引き続きご協

力のお願いをした。 
 
３．広報活動 
（１）修養団機関誌『向上』６月号に平成２５年度の後援会会員名簿を掲載、協力の御礼と 

感謝の意を表すると共に平成２６年度のお願いをした。 
（２）『向上』(平成２６年度５月号より１年間)及び平成２７年度版「日々の力」を法人、 

個人各会員に贈呈した。 
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４．会  議 

（１）役員会 
期  日  ６月１７日(木) １１時～１３時 

会  場  ＳＹＤ会議室 
出 席 者  常任幹事  佐々木政伸、山本憲一、西村敏行、金川貴宣  

監  事  芳賀 律（松野正人監事代理） 
修 養 団  國分正明、御手洗康、山﨑一紀、久世郁夫、岩佐加寿子 

議  事  
ア．平成２５年度後援会事業報告並びに収支報告及び監査報告について 

イ．平成２６年度後援会事業計画案及び収支予算案について 
ウ．平成２５年度修養団主要事業報告並びに 

平成２６年度修養団主要事業計画について 
エ．その他  

 

５．収支報告 (４月１日～平成２７年３月３１日まで) 
      
貸 方（支出） 科 目 借 方（収入） 前年度（収入） 

 会費収入（法人)  9,450,000（ 99 社）  9,500,000（101社） 

   〃  （個人）   1,710,000（162 名）   1,750,000（162名） 

 そ の 他 の 収 入   

    

10,825,578 修 養 団 後 援 金   

3,966 旅 費   

   8,640 印 刷 費   

92,696 通 信 運 搬 費   

176,910 消 耗 品 費   

35,640 会 議 費   

16,570 雑 費   

11,160,000 合 計 11,160,000 11,250,000 
                                                                                                                                                          


